






















に細胞周期の中でも G2-M 期の細胞の割合が上昇しており、細胞老化に関わっている p21 の発現量
が上昇していることから、細胞死を逃れて細胞老化が誘導されている可能性が考えられた。このこ
とから、Syntaxin 3は活性酸素に対する細胞死を逃れて細胞増殖の停止を誘導することで、細胞を
保護する可能性が示唆された。また、グリコサミノグリカン (GAG)の一種である Chondroitin 
sulfateも caspase 3の活性を調節することで細胞死を抑制することが報告されている。本研究で
は Chondroitin sulfate を基盤として化学的に硫酸基が付加された heparinoid を用いて、酸化ス
トレスに対する細胞の挙動を詳しく解析することを 2 つ目の目的とした。Heparinoid を HaCaT 細
胞に作用させると、過酸化水素による apoptosis を抑制したことから、酸化ストレスに対して
heparinoid は Chondroitin sulfate と同様の効果を示すことが示唆された。さらに、細胞周期は
G2-M 期で停止しているにも関わらず p21 の発現量に変化がみられなかったことから、heparinoid
は活性酸素による細胞死を逃れさせて、細胞老化ではなく、細胞増殖の一時的な停止を誘導して細
胞を保護する可能性が考えられる。 
